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はじめに

薬剤を用いてアワピ稚貝を付着器から剥離落ドさせ

る方法としては，相良・二宮1)はウレタン，硫酸マグ

ネシウム，抱水クロヲール，溶f'-IパルピターJレを報告

し，小畑・高橋2) およびi可西・有馬・斉藤3)はパラア

ミノ安息脊酸エチルを，また隆島4)はMS-222，フェン

チアザミン，オイゲノール 2 フエノキシエタノー

ル，ベンゾキン，キナルデイン， 3級アルコール，メ

タルベンチノーJレを報告している。

本研究では，塩酸プロカインを用いてクロアワビ稚

貝を付着器から剥離させる効果，麻酔から回復する時

間，大きさ別の剥離効果，および付着器から麻酔によっ

て落下した群と落下しない群を分けてそれぞれについ

て飼育実験を行った。

材料および方法

塩酸プロカイン 塩酸プロカイン[化学名:2 

(Dielylamino) ethyl-P-aminobenzoate monochloride)は，

岩城製薬株式会全i製を用いた。本品は白色の結晶性の

粉末で水に極めて溶けやすい。水浴性で， pHが高く

ても低くても加水分解がおこり， P アミノ安息香酸

を生じ，酸化により黄色となる。

濃度別剥離効果材料には，平均殻長 7mmのクロア

ワピを用いて， 10XI0cmのポリカーボネイト製の波板

に34~39個体付着させた。塩酸プロカインを少量の淡

水で溶かし， (渚過海水を1JDえて30，40， 50rng/の濃度

溶液を作り，それぞれを 5/ビーカーに入れ，付着板

を吊した後，付着板から落下する僧体数を 1分間隔で

数えた。水温は18~18， 4"Cであった。

回復試験材料には，平均殻長 7mmのクロアワビ稚

貝30n同体を用い，回復率は，塩酸プロカイン濃度40

mglに10分間浸演した後，波板から落下した偲体を苦手

水を張ったシャーレの底に反転させて置いた場合に自

力で正常状態に復した個体の割合とした。また対照と

してパラアミノ安息香酸エチル40rngr-z'麻酔落下させ

た平均殻長 7皿のクロアワピ稚貝120個体を用いて10

復率の比較を行った。

殻長別事l離効果材料には，平均殻長6mmのクロア

ワビ稚貝561個体， 8mm407個体， llmrn409f，自体を用い，

前もって20日間珪藻付けした45X45cmの波板に付着さ

せた後，塩酸プロカイン40rng/溶液に10分間浸i責し，

落下した個体数と務下しない個体数を算出した。

飼育実験材料には，平均殻長8rnm，体重56rngのク

ロアワピ稚貝を用い，塩酸プロカイン40mg/溶液で波

板から落下した群 (A，B区)，落下しない群 (C群)，

およびパラアミノ安息香酸エチル40rng/で落下した群

(D区)とに分け， 0.6XO.8XHO.35mのナイロン製

の能にそれぞれ2，235f凶体収容し飼育を行った。実験

期間はI A， B， C 区が1990年 5 月 10 日 ~7 月初日の

81日間， DIKが1990年 5 月 11 日 ~8 月 29 日の110 日間

であった。餌は君津化学工業株式会材製の自己合飼料エ

イピックを飽食量与えた。実験結果の解析5)には，日

開成長係数，日間死亡係数，増肉係数を使用した。

結果

塩酸プロカインによる濃度別剥離結果は， Fig. 1に

示したとおりで， 50%累積落下率は， 30mgr6.3分， 40 

mgr3.1分， 50mgr2.3分で濃度が高くなる程落下時間

が短くなった。 10分以内の累積落下率は，30mgr59%， 

40mgr93.3%， 50mgr94.1 %であった。回復率は， Fig 

2に示したとおりで，塩酸プロカインによる50%累積

11]1復率は12分で，パラアミノ安息香般のそれは170分で

あった。塩酸プロカインでは180分後に90%回復した。
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殻長7剛のクロアワビを用いて塩際プロカインによ

る濃度別剥離効果を調べた結果， 40mgrと50mgrとの

落下率の差は小さかったことから，殻長7間前後の稚

只を剥離する場合には40n喧lの濃度で使用することが

可能と考えられた。一方，殻長が大きくなるにつれて

剥離効果が減少することから，殻長に比例して濃度を

高める必要があると考える。さらに付着板に珪藻や汚

れ治宝付着している場合には，40mgl 濃度10分間の浸漬

で殻長 6mmの落ト率古<46.0%で付着物がない場合の 7

皿の40mgr93.3%に比べて低い値となっていることか

ら，付着物が存在している場合には恭一ド率が低ドする

ことが考えられる。

塩酸プロカイン麻F砕による回復時間は，パラアミノ

安息香酸エチルに比べて著しく短い。従って剥離稚貝

を選別するような作業工程が入ると選別中に回復し，

選別台に付着して選別が不可能となるので，利用方法

は限定されると思われる。

塩酸プロカインで落下する群と落下しない群に分け

て日開成長係数，日間死亡係数，および増肉係数を比

較すると，成長係数は落下しない群がやや高い怖を示

L.，死亡係数は高く，増肉係数は著しく高い値となっ

た。落下しない群の成長係数が高いことは，へい死イ同

体が多く密度が薄くなった為と考えらる。死亡係数が

高しまた増肉係数が高いことは餌科効率がJ悲いこと

を示すことから，落下しない群は落下群に比べて種苗

の質が劣っていると考えられる。 i問j離作業による物理

的影響も考慮する必要があるが，このことから，塩酸

プロカインは，落下数と落下しない数の割合から種市

の健荷性の判断に利用できる可能性もある。

塩酸プロカイン溶液は，加水分解によりパラアミノ

安息誉酸を生じる。パラアミノ安怠呑酸エチルにも麻

酔作用があることから，このことは，クロアワピに対

する麻酔桜橋を解明する上で興味あることと思われる。

察考
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1 )塩酸プロカインを用いて殻長 7mmのクロアワピ稚

貝を付着材から剥離させる有効濃度は40mgrであっ

た。 方殻長が大きくなるにつれて剥離効果が低

下した。また付着材に他の生物，および汚れがあ

る場合にも効果が低 Fすることが考えられる。

2 )塩酸プロカイン麻酔による回復力は極めて早いの

で選別作業などの工程が入ると利用は難しい。

3 )塩酸プロカインにより落下した群と落下しない群

とで死亡係数，および増肉係数を比較すると，落

約要

塩酸プロカインによる殻長別剥離結果は，表1に示

したとおりで，落下率は， 6mg群46.0%，8 mg群45.0

%， 11mg群40.0%で， 11n唱群の落下率が低かった。

飼育実験結果の日開成長係数は， Fig. 3に示したと

おりで，塩酸プロカインで洛 Fしない群が0.0070，落

下群がそれぞれ0.0068で大差がなかったが，パラアミ

ノ安息香酸エチルは0.0062と低い債であった。日間死

亡係数は， Fig.4に示したとおりで，パラアミノ安息

香酸エチルの落下群が0.0197と最も高く，次いで塩酸

プロカインで落下しない群の0.0165で，落下群はそれ

ぞれ0.0152，0.0148であった。増肉係数は， Fig.5に

示したとおりで，塩酸プロカインで落下しない群が

11.36と著しく高く，落下群はそれぞれ7.84，5.75で

あった。



46 

下しない群の方が死亡係数，有国肉係数か高かった。

従って穏苗の質が劣ると考えられるので，落下群

と落下しない群の個体数割合から種苗の健苗性の

判断に利用できる可能性がある。
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